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第
七
節
　
ド
イ
ッ
医
学
の
輸
入
第
七
節
ド
イ
ツ
医
学
の
輸
入
　
ボ
ー
ド
ゥ
ィ
ン
の
門
人
相
良
知
安
及
び
岩
佐
純
が
医
学
取
調
御
用
掛
と
な
り
、
医
事
改
革
の
こ
と
を
議
し
た
際
、
相
良
知
安
等
は
皇
国
医
学
の
独
立
を
図
る
目
的
を
果
す
た
め
に
は
、
当
時
ヨ
ー
・
ッ
パ
医
学
の
精
髄
と
称
せ
ら
れ
た
ド
イ
ッ
医
学
を
輸
入
し
、
わ
が
国
の
医
学
を
振
興
さ
せ
よ
う
と
主
張
し
た
。
　
抑
皇
国
之
医
道
は
上
古
大
已
貴
尊
少
彦
名
尊
之
二
神
親
敷
基
礎
垂
起
し
　
玉
ひ
し
と
難
可
惜
哉
世
を
継
て
興
起
す
る
に
無
暇
し
て
蘇
二
外
国
経
久
　
し
医
法
伝
来
候
而
時
人
固
く
是
を
信
じ
遂
二
全
法
術
師
之
所
業
と
相
成
　
後
世
益
其
途
を
失
ひ
近
晩
二
至
り
漸
進
歩
之
途
相
之
候
得
共
只
西
洋
日
　
新
之
学
を
追
摂
す
る
而
已
二
し
て
未
皇
国
之
医
道
独
立
之
目
的
相
立
候
　
場
合
二
は
至
兼
候
都
合
実
二
恐
催
暫
慌
之
至
二
御
座
候
是
以
て
方
今
大
　
二
四
方
海
外
医
法
を
撰
び
至
理
を
撮
揚
し
更
二
皇
国
之
確
然
と
し
て
速
　
二
独
立
い
た
し
遂
二
海
外
二
卓
絶
仕
候
途
精
々
取
調
候
処
所
詮
左
之
通
　
二
無
之
候
而
は
相
叶
間
敷
奉
存
候
　
一
当
医
学
校
は
元
来
仮
病
院
を
改
め
姑
息
二
学
校
二
い
た
し
候
得
ば
諸
　
許
真
面
之
制
は
不
相
整
生
徒
も
年
長
之
者
多
く
御
座
候
而
其
年
齢
英
凡
　
二
従
ひ
引
分
脩
学
可
致
有
様
之
仕
掛
難
取
行
未
実
は
厳
整
之
学
則
相
立
　
兼
候
得
ば
未
是
我
医
道
独
立
之
目
的
二
は
不
相
叶
去
蓮
費
は
却
而
過
多
　
二
相
成
候
得
ば
来
年
限
二
一
先
御
取
止
二
相
成
候
方
可
然
　
一
学
校
兼
学
院
は
必
高
燥
広
境
之
地
二
於
て
当
春
取
調
候
通
一
切
日
新
　
之
規
範
二
従
ひ
御
築
営
相
成
度
候
事
　
但
し
築
営
之
向
は
先
以
阪
切
至
要
之
部
よ
り
建
始
置
漸
次
二
築
副
相
成
　
候
様
之
方
組
二
御
座
候
　
一
教
師
は
独
逸
国
よ
り
壮
年
盛
学
之
医
英
学
二
達
候
者
を
御
雇
相
成
度
　
候
事
　
右
は
先
壱
ケ
年
両
人
を
御
雇
相
成
候
而
学
業
進
歩
之
上
更
三
二
人
御
雇
　
可
相
成
候
一
体
独
逸
は
医
学
万
国
秀
絶
い
た
し
何
れ
国
も
規
本
を
此
二
　
取
候
訳
二
御
座
候
（
『
東
京
帝
国
大
学
史
』
）
　
相
良
知
安
は
明
治
維
新
政
府
の
専
制
主
義
的
君
主
政
治
制
度
と
近
代
的
な
政
治
形
態
と
の
中
間
に
あ
っ
て
、
医
学
の
真
の
発
展
を
希
う
た
め
に
は
、
当
時
、
世
界
的
水
準
の
最
も
高
か
っ
た
ド
イ
ツ
医
学
を
輸
入
し
、
医
学
を
通
じ
て
社
会
に
福
祉
を
齎
ら
そ
う
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
先
駆
的
な
主
旨
は
あ
る
程
度
の
批
判
と
圧
力
に
よ
る
摩
擦
を
起
す
こ
と
は
自
然
の
成
行
き
で
あ
っ
た
が
、
相
良
は
こ
れ
を
強
力
に
押
進
め
た
。
相
良
、
石
黒
忠
恵
等
の
一214一
意
見
に
賛
成
す
る
も
の
は
少
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
一
つ
の
難
問
題
即
ち
イ
ギ
リ
ス
人
ウ
ィ
リ
ス
が
大
学
東
校
教
師
を
し
て
い
る
こ
と
の
処
置
が
残
さ
れ
て
い
た
。
ウ
ィ
リ
ス
は
イ
ギ
リ
ス
公
使
パ
ー
ク
ス
の
後
援
が
あ
り
、
維
新
当
時
、
わ
が
政
府
に
対
し
て
少
か
ら
ぬ
功
労
が
あ
っ
て
、
然
も
当
時
朝
野
の
人
等
と
親
交
が
あ
り
、
そ
れ
を
急
に
罷
免
さ
せ
る
こ
と
は
む
つ
か
し
い
こ
と
で
あ
っ
た
。
特
に
知
学
事
山
内
豊
信
と
親
交
篤
く
、
そ
れ
は
、
一
層
困
難
な
こ
と
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
相
良
は
苦
慮
し
て
い
た
が
、
大
学
南
校
教
師
フ
ル
ベ
ッ
キ
を
訪
い
、
ド
イ
ツ
医
学
採
用
の
意
見
を
述
べ
た
と
こ
ろ
、
フ
ル
ベ
ッ
キ
は
大
い
に
賛
成
し
た
の
で
、
遂
に
相
良
は
政
府
に
建
言
し
た
の
で
あ
る
。
恰
度
、
ウ
ィ
リ
ス
は
西
郷
隆
盛
と
石
神
良
策
の
斡
旋
で
鹿
児
島
に
招
聰
さ
れ
た
の
で
、
こ
の
問
題
は
容
易
に
打
開
し
た
の
で
あ
っ
た
。
　
（
な
お
、
第
十
六
節
参
照
。
）
　
そ
こ
で
、
大
学
東
校
に
ド
イ
ツ
よ
り
内
科
、
外
科
各
教
師
を
一
名
ず
つ
招
膀
す
る
こ
と
に
な
り
、
明
治
三
年
二
月
、
外
務
卿
沢
宣
嘉
、
大
学
別
当
松
平
慶
永
、
外
務
大
輔
寺
島
宗
則
は
連
署
し
て
在
目
ド
イ
ツ
公
使
フ
ォ
ン
・
ブ
ラ
ン
ト
を
通
じ
て
ド
イ
ツ
教
師
を
招
　
　
　
　
第
三
章
　
明
治
維
新
に
よ
る
機
構
改
革
璃
す
る
た
め
に
斡
旋
し
て
貰
う
よ
う
依
頼
し
、
ド
イ
ツ
政
府
の
承
諾
を
得
た
の
で
あ
る
。
　
ド
イ
ツ
政
府
は
陸
軍
々
医
、
ニ
ル
レ
ル
と
海
軍
々
医
ホ
フ
マ
ン
を
挙
げ
て
そ
れ
に
応
え
る
こ
と
に
し
た
の
で
あ
る
が
、
普
仏
戦
争
に
際
会
し
、
渡
来
で
き
な
か
っ
た
。
そ
の
時
に
当
っ
て
、
精
得
館
教
師
で
あ
っ
た
ボ
ー
ド
ウ
ィ
ン
が
帰
国
の
た
め
横
浜
に
来
て
い
た
。
本
学
東
校
で
は
ボ
ー
ド
ウ
ィ
ン
を
教
師
に
し
よ
う
と
し
た
が
、
ボ
ー
ド
ウ
ィ
ン
は
そ
れ
を
受
け
ず
、
種
々
交
渉
の
結
果
、
漸
く
一
ケ
月
間
消
化
生
理
の
講
義
を
す
る
こ
と
を
承
諾
し
た
。
然
し
こ
れ
は
一
時
的
な
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
、
遂
に
当
時
ア
メ
リ
カ
に
在
留
中
の
ド
イ
ツ
人
シ
モ
ン
ス
を
招
聴
す
る
こ
と
に
決
し
た
。
シ
モ
ン
ス
は
ミ
ュ
ル
レ
ル
、
ホ
フ
マ
ン
の
来
任
後
に
は
ド
イ
ツ
語
教
師
と
し
て
勤
続
す
る
約
束
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
、
一
時
を
禰
縫
し
た
が
、
明
治
四
年
八
月
に
、
、
・
ユ
ル
レ
ル
、
ホ
フ
マ
ン
が
来
て
、
漸
く
ド
イ
ツ
医
学
を
採
用
す
る
目
的
を
達
し
た
の
で
あ
る
。
　
叉
、
明
治
五
年
三
月
九
日
に
は
丈
部
省
布
達
第
五
号
を
以
て
、
南
校
に
お
い
て
英
仏
独
学
生
募
集
が
あ
っ
た
が
、
長
崎
か
ら
も
応
一215一
　
　
　
第
七
節
　
ド
イ
ッ
医
学
の
輸
入
ず
る
も
の
が
あ
っ
た
。
　
さ
て
、
こ
の
よ
う
に
し
て
政
府
は
ド
イ
ツ
医
学
輸
入
を
実
現
し
た
が
、
そ
の
意
向
に
従
っ
て
、
本
校
で
も
ド
イ
ツ
語
教
育
が
始
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
　
先
に
ア
メ
リ
カ
に
あ
っ
た
ド
イ
ツ
人
シ
モ
ン
ス
ω
一
ヨ
o
拐
は
ミ
ュ
ル
レ
ル
、
ホ
フ
マ
ン
の
来
任
以
後
東
校
に
お
い
て
引
続
き
東
校
予
科
教
師
と
し
て
ド
イ
ツ
語
、
ラ
テ
ン
語
及
び
数
学
を
教
授
し
て
い
た
が
、
明
治
六
年
長
崎
の
学
制
改
革
と
共
に
長
崎
医
学
校
に
転
任
し
、
ド
イ
ツ
語
、
ラ
テ
ン
語
教
師
と
な
っ
た
。
　
次
に
東
校
の
改
称
、
一
時
閉
鎖
、
再
開
校
を
見
る
と
、
明
治
四
年
（
一
八
七
一
年
）
七
月
、
大
学
を
廃
し
、
丈
部
省
が
設
置
さ
れ
、
八
月
、
大
学
東
校
の
名
称
は
東
校
と
改
め
ら
れ
た
。
文
部
省
は
改
革
を
行
う
た
め
に
東
校
も
南
校
と
共
に
九
月
二
十
五
日
（
陽
暦
十
一
月
七
日
）
に
一
時
、
閉
鎖
さ
れ
、
十
月
に
至
っ
て
前
年
定
め
た
大
学
東
校
規
則
に
改
正
を
加
え
た
。
こ
れ
に
は
八
月
、
来
朝
し
た
、
・
・
ユ
ル
レ
ル
、
ホ
フ
マ
ン
の
意
見
が
加
え
ら
れ
、
大
学
の
学
科
課
程
の
制
定
に
努
力
し
た
。
　
改
正
の
要
旨
は
本
科
及
予
科
の
学
科
に
分
け
、
修
業
年
限
五
年
、
予
科
三
年
と
し
、
本
科
生
約
四
十
名
、
予
科
生
約
六
十
名
に
入
学
を
許
可
し
た
。
当
時
の
規
則
は
翌
五
年
七
月
に
再
び
改
正
さ
れ
、
修
業
年
限
を
本
科
五
年
、
予
科
二
年
、
合
せ
て
七
年
と
し
、
こ
れ
を
十
四
期
に
区
分
し
た
。
入
学
は
毎
年
九
月
一
回
と
定
め
、
生
徒
の
年
令
は
十
四
才
以
上
、
十
九
才
ま
で
と
し
た
。
　
ミ
ュ
ル
レ
ル
、
ホ
フ
マ
ン
の
来
朝
と
共
に
授
業
の
担
任
を
定
め
、
ミ
ュ
ル
レ
ル
、
ホ
フ
マ
ン
両
教
師
を
本
科
教
師
と
し
て
、
解
剖
学
、
動
物
学
、
糊
帯
整
骨
診
断
法
等
を
教
授
さ
せ
、
シ
モ
ン
ス
を
予
科
教
師
と
し
、
ラ
テ
ン
語
、
ド
イ
ツ
語
及
び
数
学
を
担
任
さ
せ
た
。
　
ミ
ュ
ル
レ
ル
は
病
院
に
お
い
て
、
外
科
患
者
の
診
療
を
な
し
、
エ
ス
マ
ル
ヒ
駆
血
法
、
気
管
切
欄
術
、
ギ
プ
ス
糊
帯
を
使
用
し
、
わ
が
医
学
界
に
一
革
命
を
起
し
た
。
叉
、
元
ド
イ
ツ
陸
軍
一
等
軍
医
正
で
あ
っ
た
の
で
、
来
朝
後
は
解
剖
学
、
生
理
学
の
他
に
、
外
科
を
講
述
し
た
の
で
あ
る
。
な
お
、
満
期
帰
国
後
は
、
ベ
ル
リ
ン
廃
兵
病
院
長
に
任
ぜ
ら
れ
、
明
治
二
十
六
年
に
病
残
し
た
。
　
翌
々
六
年
の
長
崎
医
学
校
の
学
則
改
正
は
シ
モ
ン
ス
の
意
見
に
よ
る
も
の
と
ば
か
り
は
云
え
な
い
が
、
東
校
の
規
則
改
正
に
従
っ
て
行
な
わ
れ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
一216一
